
普天間基地は「国外、最低でも県外」といっていたのに、結局、名護

市辺野古へ逆戻り。政治とカネの問題も説明されずうやむやに。後期高

齢者医療制度の撤廃も４年後に先送り、派遣法も改正といいながら抜け

穴だらけ…期待を裏切り、公約を裏切ったことが国民的な怒りに包囲さ

れた結果です。
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普天間基地の移設についての日米合意は、民主党が党をあげてすすめたもので、鳩山首相が辞めて

も合意は残ります。政治とカネの問題も国民への説明責任は果たされておらず、当事者が辞めてすむ

問題ではありません。暮らしの問題も、公約の裏切りは民主党全体ですすめてきた問題です。どの問

題も鳩山首相個人の問題ではありません。

普天間基地の問題で、鳩山政権が転落しはじめたのは、海兵隊の

抑止力を「学べば学ぶほどこれが必要」だと学んだことから。後期

高齢者医療制度や派遣法の問題で後退したのは、財界の圧力に屈服

したからに他なりません。どの問題も、アメリカと財界にモノが言

えない政治が根本にあります。

日本共産党は、アメリカにも財界にも事実と道理をもって堂々と

モノを言い、政治を動かしてきました。参院選で日本共産党が伸び

てこそ、日本政治が前に向かって進むことができます。

（写真）“レッドカード”を

掲げて普天間基地問題の日米

共同発表に抗議する県民集会

参加者＝5月28日、那覇市

アメリカ政府に普天間基地の無条件撤

去を働きかける日本共産党の志位和夫

委員長（左端）＝５月７日

鳩山首相が６月２日に辞任を表明しました。国民の期待を裏切っ

た鳩山首相自身の行為が、国民の怒りに包囲されたからです。


